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資料２ 県人会ネットワーク化推進事業に係る債務負担行為の設定について

（総 務 課）

資料３ 広報事業に係る債務負担行為の設定について
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（議案第２０１号）

（人 事 課）
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資料７ 「県議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案」について

（議案第２００号）

（人 事 課）
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資料２（予算関係）

県人会ネットワーク化推進事業に係る債務負担行為の設定について

平成３０年１２月３日

総 務 課

１ 目 的

札幌市に設置した「あきた情報プラザ」を拠点に、北海道地区における県人会活動の

活性化や相互交流の促進並びに秋田の情報発信を行う。

【施設の概要】

場 所：札幌市中央区大通西一丁目１４－２ 「桂和大通ビル５０」地下１階

使用面積：６９．３７㎡（２０．９８坪）

機 能 等：県人会員等の交流スペース、物産展示・販売、観光情報の提供

運 営：秋田県人会北海道連合会へ委託

２ 債務負担行為限度額 ２,２１１千円 （ 一 ２,２１１千円）

内 訳

（１）入居施設使用料 ２,０９３千円

（２）看板使用料（４箇所） １１８千円

３ 債務負担行為を設定する理由

現在締結している賃貸借契約に基づき、契約期間満了の３か月前に当たる１２月末日

までに契約継続の意思表示を行う必要があるため。
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（参考）

１ あきた情報プラザの運営委託先（秋田県人会北海道連合会）の概要

・発足： 昭和５０年

・所属する道内県人会数： ９団体

・会員数： 約１，５００人

２ あきた情報プラザ来場者数

年 度 来場者数（人）

平成２３年度 ３，０５９

平成２４年度 ４，６４０

平成２５年度 ４，８８５

平成２６年度 ５，５１２

平成２７年度 ５，６２０

平成２８年度 ４，９７８

平成２９年度 ５，０７３

※ 平成２３年７月６日開設

３ あきた情報プラザの平成３０年度事業の主な内容

○ 県人会組織の拠点としての活動（県人会組織の充実）

・きりたんぽ会の開催などによる県人会員及び地域住民との交流の拡大

・なまはげ衣装の道内県人会への貸出

・県人会への入会者の確保（通年）

○ 物産展、パネル展示等（情報発信）

・札幌地下街での観光写真展（7/24～30）

・「秋田ふるさとミニ物産展」の開催（11/28～12/1）

・来場者への県産品の提供や各種チラシ・パンフレットの配布（通年）

・観光情報の提供（通年）

○ 北海道地区における県との協働事業の実施

・とまこまい港まつり（苫小牧市）における秋田県のＰＲ（8/3～5）

・函館ＴＳＵＴＡＹＡイベントにおける秋田県のＰＲ（２月下旬～３月上旬）



資料３（予算関係）

広報事業に係る債務負担行為の設定について

平成３０年１２月３日

広 報 広 聴 課

１ 事業の目的

県民に対し、第３期ふるさと秋田元気創造プランに基づく施策・事業等の情

報を分かりやすく伝え、県民との情報共有を図るとともに、県政への参画と協

働による取組を促すため、様々な媒体を活用した広報事業を実施する。

２ 債務負担行為限度額 ７４，６２３千円

（○諸５，４１５千円、○一６９，２０８千円）

内 訳

役務費 ２２，４３９千円

委託料 ５２，１８４千円

（１）全戸配布広報紙 ３５，８１１千円

県の施策等を詳しく紹介する県政特集を中心に、生活に密着した情報等も

併せて発信する。

・年６回奇数月発行、８ページ、４１４千部印刷・配布

（２）新聞広報 １０，７２６千円

県の施策等を取り上げた特集記事やイベント情報を地元紙に掲載する。

・毎月第４土曜日掲載、全５段（テレビ面）

（３）テレビ広報 ２５，９８８千円

各種施策と連動した地域の活性化を目指す取組などの情報を発信する。

・毎週１回、民放３局で放送

（４）ラジオ広報 ２，０９８千円

各種事業の普及啓発やイベント等の情報を発信する。

・毎週１回、民放ＦＭ１局で放送

３ 債務負担行為を設定する理由

新年度当初から、各媒体を活用して広報を実施するためには、今年度中に受

託者の決定や契約手続を行い、放送枠や掲載枠の確保、制作や編集等を行う必

要があるため。



資料４（予算関係)

災害障害見舞金の負担について

平成３０年１２月３日

総 合 防 災 課

１ 概 要

昨冬の大雪により重度の障害を受けた方に対して市町村が支給する見舞金について、

この度、障害の程度が確定したことから、その一部を負担する。

２ 事業費 １，８７５千円 （ １，２５０千円、 ６２５千円）

（内訳：負担金補助及び交付金 １，８７５千円）

３ 実施主体

市町村（負担割合：国１／２、県１／４、市町村１／４）

４ 負担額及び市町村の内訳

(1) 負担金の内訳

・災害障害見舞金（生計維持者） 2,500千円 × 3/4 × 1人 1,875千円

(2) 市町村別内訳

・大仙市 1人

【参考】昨冬の大雪による災害弔慰金の支給状況 （※６月補正予算により措置済み）

（金額：千円）

生計維持者 そ の 他 合 計

人数 支給額 人数 支給額 人数 支給額

由利本荘市 0 0 2 5,000 2 5,000

仙 北 市 1 5,000 1 2,500 2 7,500

横 手 市 0 0 1 2,500 1 2,500

羽 後 町 1 5,000 0 0 1 5,000

合 計 2 10,000 4 10,000 6 20,000
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「一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案」について

（議案第２０１号）

平成３０年１２月３日

人 事 課

１ 改正理由

人事委員会からの職員の給与に関する報告及び勧告を受け、県職員の給料月額、初

任給調整手当、宿日直手当、期末手当及び勤勉手当の額を改定する必要がある。

２ 改正内容

⑴ 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正（第１条、第２条）

① 給料

若年層に重点をおいて引き上げる。（別表第１から別表第６）

※ 平均改定率 ０．１１％（行政職）

② 初任給調整手当

医師等に対する支給限度額を引き上げる。（第９条の２関係）

職 種 現 行 改正後 増 減

医師等 ４１３，８００円 ４１４，３００円 ＋５００円

③ 宿日直手当

勤務１回に係る支給限度額を引き上げる。（第１８条関係）

区 分 現 行 改正後 増 減

一 般 ４，２００円 ４，４００円 ＋２００円

勤務時間が通常の
６，３００円 ６，６００円 ＋３００円

２分の１の日等

特殊な業務 ７，２００円 ７，４００円 ＋２００円

勤務時間が通常の
１０，８００円 １１，１００円 ＋３００円

２分の１の日等

④ 期末・勤勉手当

年間支給月数を引き上げる。（第２１条及び第２２条関係）※詳細別紙

職員の区分 現 行 改正後 増 減

一般の職員 ４.１５月 ４.２５月 ＋０.１０月

再任用職員 ２.２０月 ２.２５月 ＋０.０５月

資料５（議案関係）
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⑵ 一般職の任期付研究員の採用等に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部改正（第３条～第６条）

① 給料

任期付研究員及び特定任期付職員に係る給料月額を引き上げる。

② 期末手当

任期付研究員及び特定任期付職員の年間支給月数を引き上げる。※詳細別紙

現 行 改正後 増 減

３.１０月 ３.２０月 ＋０.１０月

３ 施行期日等

⑴ 施行日

○ 公布の日

・給料、初任給調整手当、宿日直手当〔平成３０年４月１日適用〕

・期末・勤勉手当（平成３０年度分）〔平成３０年１２月１日適用〕

○ 平成３１年４月１日

期末・勤勉手当（平成３１年度以降分）

⑵ その他

所要の規定の整理を行う。



期末・勤勉手当の改定（支給割合）について

一般の職員

【　】内は、現行の支給割合からの増減

105/100

【7.5/100】

125/100

【▲7.5/100】

105/100

【▲7.5/100】

97.5/100

【5/100】

200/100

215/100

【10/100】

425/100

【10/100】

215/100

415/100
425/100

87.5/100

112.5/100

102.5/100

112.5/100

112.5/100

現行
３１年度以降

改正後

【5/100】

【10/100】

212.5/100

【▲2.5/100】

改正後

107.5/100

【5/100】

210/100

107.5/100

212.5/100

【12.5/100】

【10/100】

＜別　紙＞

特定幹部職員以外の職員 特定幹部職員

３０年度

82.5/100 82.5/100

３０年度 ３１年度以降
現行

102.5/100

117.5/100 97.5/100

【12.5/100】
200/100 200/100

212.5/100

102.5/100

125/100

【7.5/100】

87.5/100

12月

期末

計

期末

82.5/100

６月

期末

勤勉

117.5/100

165/100勤勉

215/100

勤勉

132.5/100

【10/100】

200/100

92.5/100

250/100

132.5/100

415/100
425/100

【▲2.5/100】

250/100

212.5/100

175/100

【10/100】

175/100

【5/100】

215/100

【10/100】

425/100

【10/100】

225/100

210/100

【10/100】 【10/100】

225/100

【10/100】

【10/100】
205/100

210/100250/100
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再任用職員

【　】内は、現行の支給割合からの増減

任期付研究員・特定任期付職員

【　】内は、現行の支給割合からの増減

320/100

【10/100】

特定幹部職員以外の職員

【5/100】

160/100

【5/100】

160/100

３０年度
現行

改正後

３１年度以降

155/100
165/100

【10/100】

310/100
320/100

【10/100】

期
末
手
当

６月 155/100 155/100

12月

52.5/100

特定幹部職員

現行
改正後

現行
改正後

３０年度 ３１年度以降 ３０年度 ３１年度以降

６月

期末 62.5/100 62.5/100
70/100

【7.5/100】

勤勉 40/100 40/100
42.5/100

50/100 50/100
【2.5/100】

102.5/100 102.5/100
112.5/100

102.5/100 102.5/100
112.5/100

【10/100】 【10/100】

52.5/100

【5/100】
12月

期末 77.5/100 77.5/100

【▲5/100】

67.5/100

【2.5/100】
勤勉 40/100

45/100 42.5/100
50/100

55/100

120/100

【5/100】 【2.5/100】

117.5/100
122.5/100 112.5/100

117.5/100
122.5/100 112.5/100

【5/100】

105/100

【5/100】 【▲5/100】

計

期末 140/100 140/100 140/100 120/100 120/100

220/100
225/100 225/100

220/100
225/100

【5/100】 【5/100】 【5/100】

勤勉 80/100
85/100 85/100

100/100

225/100

【5/100】

105/100

【5/100】 【5/100】 【5/100】 【5/100】

60/100

【7.5/100】

70/100

【▲7.5/100】

60/100

【▲7.5/100】
67.5/100

【2.5/100】

52.5/100

52.5/100
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一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
初
任
給
調
整
手
当
）

（
初
任
給
調
整
手
当
）

第
九
条
の
二
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任
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調
整
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当
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
に
新
た
に
採
用
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条
の
二
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任
給
調
整
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は
、
次
の
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に
掲
げ
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に
新
た
に
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し
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、
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号
に
定
め
る
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を
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囲
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た
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に
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、
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各
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に
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め
る
額
を
超
え
な
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囲
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額

を
、
第
一
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及
び
第
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に
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げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用
の
日

を
、
第
一
号
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び
第
二
号
に
掲
げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用
の
日

か
ら
三
十
五
年
以
内
、
第
三
号
に
掲
げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用

か
ら
三
十
五
年
以
内
、
第
三
号
に
掲
げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採
用

の
日
か
ら
十
五
年
以
内
、
第
四
号
に
掲
げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採

の
日
か
ら
十
五
年
以
内
、
第
四
号
に
掲
げ
る
職
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
採

用
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日
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ら
五
年
以
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間
、
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の
日
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第
一
号
及
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号
に
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げ

用
の
日
か
ら
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内
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間
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日
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第
一
号
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げ
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日
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を
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る
ご
と
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そ
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額
を
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じ
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給
す

を
経
過
し
た
日
）
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
ご
と
に
そ
の
額
を
減
じ
て
支
給
す

る
。

る
。

一

医
療
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
職
の
う
ち
採
用
に
よ
る
欠

一

医
療
職
給
料
表
㈠
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
職
の
う
ち
採
用
に
よ
る
欠

員
の
補
充
が
困
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で
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る
と
認
め
ら
れ
る
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で
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事
委
員
会
規
則
で
定
め
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の
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で
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会
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で
定
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る
も
の
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四
十
一
万
四
千
三
百
円

る
も
の

月
額
四
十
一
万
三
千
八
百
円

二

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
採
用
に

二

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
採
用
に

よ
る
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
（
前
号
に
掲
げ
る
職

よ
る
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
（
前
号
に
掲
げ
る
職

を
除
く
。
）
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

月
額
五
万
七
百
円

を
除
く
。
）
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

月
額
五
万
六
百
円

三
・
四

略

三
・
四

略

２
・
３

略

２
・
３

略

（
宿
日
直
手
当
）

（
宿
日
直
手
当
）

第
十
八
条

宿
日
直
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
、
そ
の
勤
務
一
回
に
つ
き

第
十
八
条

宿
日
直
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
に
は
、
そ
の
勤
務
一
回
に
つ
き

、
四
千
四
百
円
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
殊
な
業
務
を
主
と
し
て
行

、
四
千
二
百
円
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
殊
な
業
務
を
主
と
し
て
行

う
宿
日
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
七
千
四
百
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

う
宿
日
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
七
千
二
百
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
を
宿
日
直
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ

て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
を
宿
日
直
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ

し
、
執
務
が
行
わ
れ
る
時
間
が
執
務
が
通
常
行
わ
れ
る
日
の
執
務
時
間
の
二

し
、
執
務
が
行
わ
れ
る
時
間
が
執
務
が
通
常
行
わ
れ
る
日
の
執
務
時
間
の
二
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分
の
一
に
相
当
す
る
時
間
で
あ
る
日
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に

分
の
一
に
相
当
す
る
時
間
で
あ
る
日
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に

退
庁
時
か
ら
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
宿
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
は
六

退
庁
時
か
ら
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
宿
直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
は
六

千
六
百
円
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
殊
な
業
務
を
主
と
し
て
行
う
宿

千
三
百
円
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
特
殊
な
業
務
を
主
と
し
て
行
う
宿

直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
一
万
千
百
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事

直
勤
務
に
あ
つ
て
は
、
一
万
八
百
円
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事

委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。

委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。

２

略

２

略

（
勤
勉
手
当
）

（
勤
勉
手
当
）

第
二
十
二
条

略

第
二
十
二
条

略

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が

支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が

支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

。

。

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く

当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く

は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失

は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失

職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
及
び
附
則
第
二
項
第
四
号
に
お
い

職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
及
び
附
則
第
二
項
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す

て
同
じ
。
）
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す

る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
九
十
二
・
五
（

る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
八
十
二
・
五
（

特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額

特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
・
五

）
を
乗
じ
て
得
た
額

の
総
額

の
総
額

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

当
該
再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
基

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

当
該
再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
基

礎
額
に
百
分
の
四
十
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十
五

礎
額
に
百
分
の
四
十

（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五
十

）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

３
～
５

略

３
～
５

略

附

則

附

則

１
～
４

略

１
～
４

略

５

附
則
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に

５

附
則
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
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定
め
る
額
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し

定
め
る
額
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し

た
額
か
ら
、
同
号
に
掲
げ
る
職
員
で
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減

た
額
か
ら
、
同
号
に
掲
げ
る
職
員
で
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減

ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
の
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
に
百
分
の
〇
・
九
二

ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
の
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
に
百
分
の
〇
・
八
二

五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
一
・
一
二
五
）
を
乗
じ
て
得
た

五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
一
・
〇
二
五
）
を
乗
じ
て
得
た

額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
勤
勉
手
当
減
額
基
礎
額
に

額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
勤
勉
手
当
減
額
基
礎
額
に

百
分
の
九
十
二
・
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
二
・
五

百
分
の
八
十
二
・
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二
・
五

）
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
総
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

）
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
総
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

６
・
７

略

６
・
７

略

※

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
六
ま
で
の
給
料
表
の
新
旧
対
照
表
は
略

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
期
末
手
当
）

（
期
末
手
当
）

第
二
十
一
条

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
か

第
二
十
一
条

期
末
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
か

ら
第
二
十
一
条
の
三
ま
で

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日

ら
第
二
十
一
条
の
三
ま
で
及
び
附
則
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日

を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ

を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
（
次
条
及
び
第

ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
（
次
条
及
び
第

二
十
一
条
の
三
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給

二
十
一
条
の
三
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
支
給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給

す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
法
第
十
六

す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
法
第
十
六

条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又

条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又

は
死
亡
し
た
職
員
（
第
二
十
四
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及

は
死
亡
し
た
職
員
（
第
二
十
四
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
及

び
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

び
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す

る
。

る
。

２

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
百
二
十
五

２

期
末
手
当
の
額
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お

い
て
は
百
分
の
百
十
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分

（
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

の
百
三
十
二
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
行
政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
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員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
表
以
外
の
各
給
料

員
で
そ
の
職
務
の
級
が
七
級
以
上
で
あ
る
も
の
並
び
に
同
表
以
外
の
各
給
料

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が

表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
等
が

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
職
員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
職
員
を
除
く
。
第
二
十
二
条

に
お
い
て
「
特
定
幹
部

め
る
職
員
を
除
く
。
第
二
十
二
条
及
び
附
則
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
幹
部

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
五
）

職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
六
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百

分
の
九
十
七
・
五
、
十
二
月
に
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
は
百
分
の
百
十
二

を
乗
じ
て
得
た
額

に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る

・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る

そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

そ
の
者
の
在
職
期
間
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一
～
四

略

一
～
四

略

３

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百

３

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百

分
の
百
二
十
五

分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十

」
と
、
「
百
分
の
百

百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
七
・
五
」
と
、
「
百
分
の
九

五

十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
二
・
五
」
と
、
「
百
分
の
百
十
二

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十

」
と
す
る
。

・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
す
る
。

４

第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し

４

第
二
項
の
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し

、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し

、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し

く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在

く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
附
則
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同

）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に

じ
。
）
に
お
い
て
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
並
び
に

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
と
す
る
。

５
・
６

略

５
・
６

略

（
勤
勉
手
当
）

（
勤
勉
手
当
）

第
二
十
二
条

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条

第
二
十
二
条

勤
勉
手
当
は
、
六
月
一
日
及
び
十
二
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
及

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）

び
附
則
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に

に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し
、
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に

お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の

お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
日
の
属
す
る
月
の

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
に
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
日
前
一
箇
月

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八

以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人
事
委
員
会
規

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
人
事
委
員
会
規
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則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

２

勤
勉
手
当
の
額
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が

支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が

支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

支
給
す
る
勤
勉
手
当
の
額
の
、
そ
の
者
に
所
属
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

員
の
区
分
ご
と
の
総
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

。

。

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員

当
該
職
員
の
勤
勉
手

当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く

当
基
礎
額
に
当
該
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日
現
在
（
退
職
し
、
若
し
く

は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失

は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失

職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項

に
お
い

職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
現
在
。
次
項
及
び
附
則
第
二
項
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す

て
同
じ
。
）
に
お
い
て
受
け
る
べ
き
扶
養
手
当
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す

る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
八
十
七
・
五
（

る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
に
百
分
の
九
十
二
・
五
（

特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
七
・
五

）
を
乗
じ
て
得
た
額

特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額

の
総
額

の
総
額

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

当
該
再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
基

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

当
該
再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
基

礎
額
に
百
分
の
四
十
二
・
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五

礎
額
に
百
分
の
四
十
五

（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
五

十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

十
五

）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額

３
～
５

略

３
～
５

略

附

則

附

則

１

略

１

略

２

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
職
員
（
次
の
表
の
給
料
表
欄

に
掲
げ
る
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
再
任
用
職
員
を
除
く
。
）
の
う

ち
、
そ
の
職
務
の
級
が
次
の
表
の
職
務
の
級
欄
に
掲
げ
る
職
務
の
級
以
上
で

あ
る
者
で
あ
つ
て
そ
の
号
給
が
そ
の
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
給
で
な

い
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
職
員
」
と
い
う

。
）
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
給
与
の
支
給
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
特
定
職
員

が
五
十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
特
定
職
員
以
外

の
者
が
五
十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
後
に
特
定
職

員
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
定
職
員
と
な
つ
た
日
）
以
後
、
次
の
各
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号
に
掲
げ
る
給
与
の
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
相
当
す

る
額
を
減
ず
る
。

一

給
料
月
額

当
該
特
定
職
員
の
給
料
月
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
当
該
特
定
職
員
の
給
料
月
額
に
百
分
の
九
十
九
を
乗
じ
て
得
た
額
が

、
当
該
特
定
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
低
の
号
給
の
給
料
月

額
に
達
し
な
い
場
合
（
以
下
こ
の
項
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
に
お
い

て
「
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特

定
職
員
の
給
料
月
額
か
ら
当
該
特
定
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る

最
低
の
号
給
の
給
料
月
額
を
減
じ
た
額
（
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
四
項

に
お
い
て
「
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
」
と
い
う
。
）
）

二

地
域
手
当

当
該
特
定
職
員
の
給
料
月
額
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
に
第
十
一
条
の
二
第
二
項
各
号
に
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

三

期
末
手
当

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が

受
け
る
べ
き
給
料
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額

（
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当

該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項

に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る

職
員
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
管
理
監
督
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ

て
は
、
そ
の
額
に
、
給
料
月
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を

加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期

末
手
当
に
係
る
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同

項
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日

現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ
き
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
及

び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
同
条
第
五
項
の
規
定
の
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適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同

項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
管
理
監
督
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額

に
、
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末

手
当
に
係
る
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
規
定
す
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
に
係
る
同
項

各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

四

勤
勉
手
当

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が

受
け
る
べ
き
給
料
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額

（
第
二
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に

同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
同
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
管
理
監
督
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
、
給
料
月
額

に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
）
を
加
算
し
た
額

。
附
則
第
五
項
に
お
い
て
「
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
」
と
い
う
。
）
に
、

当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
に
係
る
第
二
十
二
条
第
二
項
前

段
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
当
該
特
定
職
員
が
受
け
る
べ

き
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計

額
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
第
五
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
合
計
額
に
、
当
該
合
計
額
に
同
項

に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
管
理
監
督
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に

、
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
に
同
項
に
規
定
す
る
百
分
の
二
十
五
を
超
え
な
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い
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算

し
た
額
）
を
加
算
し
た
額
。
附
則
第
五
項
に
お
い
て
「
勤
勉
手
当
減
額
基

礎
額
」
と
い
う
。
）
に
、
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
勤
勉
手
当
に
係

る
第
二
十
二
条
第
二
項
前
段
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
支

給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

五

定
時
制
通
信
教
育
手
当

当
該
特
定
職
員
の
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の

月
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
に
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

六

農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当

当
該
特
定
職
員
の
農
林
漁
業
普
及
指
導
手

当
の
月
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合

に
あ
つ
て
は
、
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
に
百
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）

七

第
二
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
支

給
さ
れ
る
給
与

当
該
特
定
職
員
に
適
用
さ
れ
る
次
に
掲
げ
る
規
定
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

第
二
十
四
条
第
一
項

前
各
号
に
定
め
る
額

ロ

第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定

め
る
額
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
額

ハ

第
二
十
四
条
第
四
項

第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
額
に
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給
与
に
係
る
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額

ニ

第
二
十
四
条
第
五
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
額
に
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給
与
に
係
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額

ホ

第
二
十
四
条
第
七
項

第
三
号
に
定
め
る
額
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ

て
得
た
額
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
給
を
受
け
る
職
員

に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
額
に
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員

に
支
給
さ
れ
る
給
与
に
係
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
）

給
料
表

職
務
の
級
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行
政
職
給
料
表

六
級

公
安
職
給
料
表

七
級

教
育
職
給
料
表
㈠

四
級

教
育
職
給
料
表
㈡

四
級

研
究
職
給
料
表

四
級

医
療
職
給
料
表
㈡

六
級

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
職
員
以
外
の
者
が
月
の
初
日
以
外

の
日
に
特
定
職
員
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
同
項
の
減
ず
る
額
の
計
算
そ
の

他
同
項
の
規
定
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
。

４

附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ

い
て
の
第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の

給
与
額
は
、
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

算
出
し
た
給
与
額
か
ら
、
給
料
月
額
及
び
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
給
与
の
月
額
の
合
計
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
一
週
間
当
た
り

の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
同
条
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会

規
則
で
定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
に
百
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
給
料
月
額
減
額
基

礎
額
及
び
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
給
与
の
月
額
の
合
計
額

に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ

た
も
の
か
ら
同
条
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
時
間
を
減
じ
た

も
の
で
除
し
て
得
た
額
）
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

５

附
則
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
、
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
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定
め
る
額
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
算
出
し

た
額
か
ら
、
同
号
に
掲
げ
る
職
員
で
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減

ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
の
勤
勉
手
当
減
額
対
象
額
に
百
分
の
〇
・
九
二

五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
一
・
一
二
五
）
を
乗
じ
て
得
た

額
（
最
低
号
給
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
勤
勉
手
当
減
額
基
礎
額
に

百
分
の
九
十
二
・
五
（
特
定
幹
部
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
十
二
・
五

）
を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
総
額
に
相
当
す
る
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

２
・
３

略

６
・
７

略

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
三
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

（
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
五
条

第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（

第
五
条

第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（

以
下
「
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用

以
下
「
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用

す
る
。

す
る
。

２

第
三
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下

２

第
三
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下

「
第
二
号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用
す
る

「
第
二
号
任
期
付
研
究
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用
す
る

号給 給料月額

円

１ 397,962

２ 458,412

３ 519,171

４ 599,819

５ 697,605

６ 796,399

号給 給料月額

円

１ 397,191

２ 457,677

３ 519,171

４ 599,819

５ 697,605

６ 796,399
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。

。

３
～
６

略

３
～
６

略

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

第
六
条

略

第
六
条

略

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例

第
二
条
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第

第
二
条
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教

員
特
別
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任

員
特
別
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任

期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
百
五

期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
百
五

十
二
号
。
以
下
「
任
期
付
研
究
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
五
項
に
規

十
二
号
。
以
下
「
任
期
付
研
究
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
五
項
に
規

定
す
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項

定
す
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項

中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に

中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採

規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に

用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任

規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任

期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、

期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、

給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「

給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
り
、
及
び

百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

の
百
五
十
五
」
と
す
る
。

一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
四
条
に
よ
る
改
正
）

号給 給料月額

円

１ 331,467

２ 367,737

３ 395,947

号給 給料月額

円

１ 330,656

２ 366,948

３ 395,175



- 16 -

新

旧

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

（
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

第
六
条

略

第
六
条

略

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例

２

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例

第
二
条
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第

第
二
条
、
第
十
八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教

員
特
別
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任

員
特
別
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任

期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
百
五

期
付
研
究
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田
県
条
例
第
百
五

十
二
号
。
以
下
「
任
期
付
研
究
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
五
項
に
規

十
二
号
。
以
下
「
任
期
付
研
究
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
五
項
に
規

定
す
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項

定
す
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項

中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に

中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採

規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採

用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に

用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任

規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任

期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、

期
付
研
究
員
条
例
第
三
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、

給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
五

給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「

」
と
あ
る
の
は
「
百
分

百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
百
六
十

」
と
す
る
。

の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
五
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
に
関
す
る
特
例
）

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（

第
七
条

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
職
員
（

企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七

企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七

年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
の
地
方
公
営
企
業
に
勤
務
す
る

年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
一
号
の
地
方
公
営
企
業
に
勤
務
す
る
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一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
者
を
除
く

一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
者
を
除
く

。
以
下
「
特
定
任
期
付
職
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用
す

。
以
下
「
特
定
任
期
付
職
員
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
の
給
料
表
を
適
用
す

る
。

る
。

２
～
５

略

２
～
５

略

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

第
八
条

略

第
八
条

略

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十

八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の

八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」

適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」

と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下
「
任

用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下
「
任

期
付
職
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
任
期
付
職

期
付
職
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
任
期
付
職

員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
一
条
の
三
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
一
条
の
三
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
七
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
七
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。

員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。

）
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

）
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
職

る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
職

員
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例

員
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
第
一
項
の

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「

百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の

百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
り
、
及
び

「
百
分
の

百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
す
る
。

号給 給料月額

円

１ 375,797

２ 424,157

３ 474,815

４ 536,309

５ 611,916

６ 714,742

７ 835,714

号給 給料月額

円

１ 375,013

２ 423,402

３ 474,815

４ 536,309

５ 611,916

６ 714,742

７ 835,714
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一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
六
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

（
特
定
任
期
付
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
除
外
等
）

第
八
条

略

第
八
条

略

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十

八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の

八
条
の
二
第
一
項
、
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」

適
用
に
つ
い
て
は
、
給
与
条
例
第
二
条
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」

と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

と
あ
る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下
「
任

用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
九
号
。
以
下
「
任

期
付
職
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
任
期
付
職

期
付
職
員
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
任
期
付
職

員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
一
条
の
三
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

員
業
績
手
当
」
と
、
給
与
条
例
第
十
一
条
の
三
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
七
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
七
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。

員
（
医
療
業
務
に
従
事
す
る
職
員
で
人
事
委
員
会
の
定
め
る
も
の
に
限
る
。

）
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

）
」
と
、
給
与
条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
職

る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
又
は
任
期
付
職

員
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例

員
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

第
十
九
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
第
一
項
の

第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
及
び
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
」
と
、
給
与
条
例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「

百
分
の
百
二
十
五

百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の

」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十

」
と
す
る
。

百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

略

１

略
（
給
与
条
例
附
則
第
二
項
等
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
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る
短
時
間
勤
務
職
員
に
関
す
る
読
替
え
）

２

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
職
員
（

企
業
職
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
給
与
条

例
附
則
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
号
給
の
給

料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
号
給
の
給
料
月
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
算
出
率
」

と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
」
と
、
「
を
減
じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「

に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
」
と
す
る
。

３

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
短
時
間
勤
務
職
員
に

対
す
る
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
条
例
附
則
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
号
給
の
給
料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
号
給
の
給

料
月
額
に
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務

時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
」
と
、
「
を
減

じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
」
と
す

る
。

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
附
則
第
四
項
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
）

（
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
）

第
十
九
条

職
員
に
対
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
は
、
県
立

第
十
九
条

職
員
に
対
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手
当
は
、
県
立

学
校
職
員
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

学
校
職
員
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
第
十
九
条
の
二
第
五
号
中
「
特
地
勤
務
手
当
」
と
あ
る
の
は
、

関
す
る
条
例
第
十
九
条
の
二
第
五
号
中
「
特
地
勤
務
手
当
」
と
あ
る
の
は

「
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に

「
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
へ
き
地
手
当
」

規
定
す
る
へ
き
地
手
当
」
と
、
同
条
例
附
則
第
四
項
中
「
給
料
月
額
及
び
同

条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
給
与
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
並
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び
に
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
給
与
並
び
に
市

町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
へ
き
地
手
当
」
と
、
「
同
条
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
九
条
の
二
に
」

と
、
「
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
及
び
同
条
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
給
与
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
並
び
に
同
条
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
給
与
並
び
に
同
条
例
第
十
七
条
の
二
第

と
す
る
。

一
項
に
規
定
す
る
へ
き
地
手
当
」
と
す
る
。

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
附
則
第
五
項
に
よ
る
改
正
）

新

旧

附

則

附

則

１
・
２

略

１
・
２

略

（
給
与
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
関
す
る
読
替
え
）

３

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
附
則
第
二
項
第
一
号
、
第
三

号
及
び
第
四
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
中
「
号
給
の
給

料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
号
給
の
給
料
月
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算
出
率
」

と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
」
と
、
「
を
減
じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「

に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
」
と
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号

中
「
給
料
月
額
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た

額
及
び
」
と
、
「
給
料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
を
算
出
率
で
除

し
て
得
た
額
に
」
と
、
「
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月

額
減
額
基
礎
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
」
と
す
る
。

４

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
条
例
附
則
第

二
項
第
一
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
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一
号
中
「
号
給
の
給
料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「
号
給
の
給
料
月
額
に
市
町

村
立
学
校
職
員
給
与
条
例
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に

」
と
、
「
を
減
じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減

じ
た
額
」
と
、
同
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
給
料
月
額
及
び
」
と
あ
る
の

は
「
給
料
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
及
び
」
と
、
「
給
料
月
額
に
」

と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
を
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
」
と
、
「
給
料
月

額
減
額
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額
減
額
基
礎
額
を
算
出
率
で
除
し

て
得
た
額
」
と
す
る
。

５

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
附
則
第
二
項
第
一
号
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
号
給
の
給
料
月
額
に
」
と
あ
る
の
は
「

号
給
の
給
料
月
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て

得
た
数
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た

額
に
」
と
、
「
を
減
じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

を
減
じ
た
額
」
と
す
る
。

６

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
条
例
附
則

第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
号
給
の
給
料
月
額

に
」
と
あ
る
の
は
「
号
給
の
給
料
月
額
に
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間

で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
を
乗

じ
て
得
た
額
に
」
と
、
「
を
減
じ
た
額
」
と
あ
る
の
は
「
に
算
出
率
を
乗
じ

て
得
た
額
を
減
じ
た
額
」
と
す
る
。

７

給
与
条
例
附
則
第
二
項
又
は
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
条
例
附
則
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
二
十
六

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
九
条
の
二
」
及
び

「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
四
項
」
と
す
る
。
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
附
則
第
六
項
に
よ
る
改
正
）

新

旧

附

則

附

則

１
～

略

１
～

略

11

11
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与

が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
関
す
る
読
替
え
）

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与

12
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
十
五

条
の
二
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
第
十
九

条
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
四
項
」
と
す
る
。

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
附
則
第
七
項
に
よ
る
改
正
）

新

旧

附

則

附

則

略

１

略

２

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
又
は
市
町
村
立
学
校

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら

れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
第
十
九
条
の
二
」
及
び
「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附

則
第
四
項
」
と
す
る
。

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
附
則
第
八
項
に
よ
る
改
正
）

新

旧
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附

則

附

則

略

１

略

２

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
又
は
市
町
村
立
学
校

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら

れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

条
中
「
第
十
九
条
の
二
」
及
び
「
第
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附

則
第
四
項
」
と
す
る
。
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「知事等の給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例案」について

（議案第２０２号）

平成３０年１２月３日

人 事 課

１ 改正内容

一般職の職員の給与改定により、知事、副知事及び常勤の監査委員に対する期末

手当の支給月数を引き上げる。

支給期 現 行
改 正 後

平成３０年度 平成３１年度以降

６月 １．５５月 １．５５月
１．６０月

（+０．０５月）

１２月 １．５５月
１．６５月 １．６０月

（+０．１０月） (+０．０５月)

年間計 ３．１０月
３．２０月 ３．２０月

（+０．１０月） （+０．１０月）

（ ）内は現行の支給月数との比較

２ 施行期日等

・平成３０年度分：公布の日（平成３０年１２月１日適用）

・平成３１年度以降分：平成３１年４月１日

資料６（議案関係）
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知
事
等
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

知
事
等
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
期
末
手
当
）

（
期
末
手
当
）

第
八
条

略

第
八
条

略

２

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

２

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
の
給
与
条

の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
の
給
与
条

例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額

例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額

の
百
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ

の
百
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の

り
、
及
び

「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
す
る
。

３
・
４

略

３
・
４

略

知
事
等
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

（
期
末
手
当
）

（
期
末
手
当
）

第
八
条

略

第
八
条

略

２

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

２

知
事
等
の
期
末
手
当
の
額
は
、
職
員
の
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員

の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
の
給
与
条

の
例
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
員
の
給
与
条

例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額

例
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
給
料
月
額

の
百
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
二
十
五

の
百
分
の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ

」
と
あ
る
の

る
の
は
「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
百
六
十

」
と
す
る
。

は
「
百
分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

３
・
４

略

３
・
４

略
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「県議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例案」について

（議案第２００号）

平成３０年１２月３日

人 事 課

１ 改正内容

県議会議員に対する期末手当の支給月数を引き上げる。

支給期 現 行
改 正 後

平成３０年度 平成３１年度以降

６月 １．５５月 １．５５月
１．６０月

（+０．０５月）

１２月 １．５５月
１．６５月 １．６０月

（+０．１０月） (+０．０５月)

年間計 ３．１０月
３．２０月 ３．２０月

（+０．１０月） （+０．１０月）

（ ）内は現行の支給月数との比較

２ 施行期日等

・平成３０年度分：公布の日（平成３０年１２月１日適用）

・平成３１年度以降分：平成３１年４月１日

資料７（議案関係）
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県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表

県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

第
一
条
の
二

略

第
一
条
の
二

略

２

県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
一
般
職
員
の
例
に
よ
る

２

県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
一
般
職
員
の
例
に
よ
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
一

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
一

条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
議
員
報
酬
月
額
の
百
分

条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
議
員
報
酬
月
額
の
百
分

の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は

の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
り
、
及

「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

び

「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。

分
の
百
五
十
五
」
と
す
る
。

県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
）

新

旧

第
一
条
の
二

略

第
一
条
の
二

略

２

県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
一
般
職
員
の
例
に
よ
る

２

県
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
に
関
し
て
は
、
一
般
職
員
の
例
に
よ
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
一

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
一

条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
議
員
報
酬
月
額
の
百
分

条
第
二
項
中
「
期
末
手
当
基
礎
額
」
と
あ
る
の
は
「
議
員
報
酬
月
額
の
百
分

の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
二
十
五

の
百
四
十
五
に
相
当
す
る
額
」
と
、
「
百
分
の
百
十
七
・
五
」
と
あ
る
の
は

」
と
あ
る
の
は
「
百

「
百
分
の
百
五
十
五
」
と
、
「
百
分
の
百
三
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
百
六
十

」
と
す
る
。

分
の
百
六
十
五
」
と
す
る
。
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給与の臨時的減額の実施状況について

平成３０年１２月７日

人 事 課

１ 一般職の給料の臨時的減額

⑴ 平成１９年１１月からの給与の減額措置

財政の弾力性を維持し、県民の求めるサービスを機動的に実施するため、期間を限

って職員給与の臨時的減額を実施した（本県初の給料減額措置）。

① 実施期間

平成１９年１１月～平成２２年３月（２９か月間）

② 対象給与・減額率

給料：△４％（主事・技師級△２％） 管理職手当：△１６％

⑵ 平成２４年１１月からの給料の減額措置

厳しい経済状況及び雇用情勢等に鑑み、経済・雇用対策事業の財源として活用する

ため、職員の協力を得て、２年間の予定で職員給料の臨時的減額措置を開始した。

しかし、途中の平成２５年７月からは当該措置に代えて国の要請に基づく減額措置

を実施したほか、平成２６年分として見込んでいた減額総額に概ね相当する新たな削

減額が人事委員会勧告の実施により生じる見込みとなったことから、２６年４月以降

の減額は行わないこととした。

① 実施期間

当初予定 平成２４年１１月～平成２６年１０月（２４か月間）

実績 平成２４年１１月～平成２５年 ６月（ ８か月間）

※ ２５年７月から当該措置に代えて国の要請に基づく減額措置を実施

② 減額割合

本庁部長・次長級の職員 〔給料月額〕△７％

本庁課長級の職員 〔 〃 〕△５％

一般の職員 〔 〃 〕△３％

主事・技師級の職員 〔 〃 〕△１.５％

⑶ 平成２５年７月からの国の要請に基づく減額措置

平成２５年１月、国から地方に対し国家公務員に準じた職員給与の減額の要請があ

り、その実施を前提とした改正地方交付税法と国の予算が成立したことを受け、交付

税の削減が事業費の縮小にならないよう、同年７月から２６年３月までの間、実施中

であった県独自の減額措置（上記⑵）に代えて、減額規模を拡大して実施した。

① 実施期間

平成２５年７月～平成２６年３月（９か月間）

② 減額割合

本庁部長～課長級の職員 〔給料月額〕△９．７７％

一般の職員 〔 〃 〕△７．７７％

主事・技師級の職員 〔 〃 〕△４．７７％
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２ 特別職等給与の臨時的減額

知事等の常勤特別職及び教育長について、厳しい県財政状況等を踏まえ、平成１５年

７月から給料の一定割合を臨時的に減額している。また、期末手当についても平成２１

年６月支給分から減額を実施している。

⑴ 給料の臨時的減額

① 実施期間別減額率

期 間 知 事 副知事 常勤監査委員 教育長

H15. 7～H19. 6 △ 5％ △ 3％ － △ 1％

現行 H19. 7～H33. 4 △20％ △15％ △15％ △15％

(拡大 H24.11～H26.10) （△25％） （△20％） （△20％） （△20％）

※ 上記のほか、出納長及び公営企業管理者は、H15.7から職の廃止時まで△１％減額

② 減額率・減少額

知 事 副知事 常勤監査委員 教育長

減 額 率 △20％ △15％ △15％ △15％

減額前給料月額 1,210,000円 930,000円 670,000円 770,000円

減額後給料月額 968,000円 790,500円 569,500円 654,500円

減 少 額 △242,000円 △139,500円 △100,500円 △115,500円

⑵ 期末手当の臨時的減額

① 減額率・減少額（２９年改定後の支給月数（年間３.１０月）による。）

知 事 副知事 常勤監査委員 教育長

減 額 率 △20％ △15％ △15％ △15％

減額前手当年額 5,438,949円 4,180,349円 3,011,649円 3,461,149円

減額後手当年額 4,351,160円 3,553,297円 2,559,903円 2,941,977円

減 少 額 △1,087,789円 △627,052円 △441,746円 △519,172円

② 実施期間

平成２１年６月～平成３２年１２月
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３ 議員報酬の臨時的減額

県議会議員については、県内の経済・雇用情勢を踏まえ、平成15年7月から議員報酬の臨時

的減額を実施してきたが、平成27年4月29日の任期満了時でもって減額措置を終了。

① 実施期間別減額率

期 間 議 長 副議長 議 員

H15. 7～H19. 9 △5％ △3％ △1％

H19.10～H27. 4 △5％ △5％ △5％

② 減少額・減額率

議 長 副 議 長 議 員

減 額 率 △5％ △5％ △5％

減額前議員報酬月額 910,000円 810,000円 780,000円

減額後議員報酬月額 864,500円 769,500円 741,000円

減 少 額 △45,500円 △40,500円 △39,000円


